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鴻巣ひな人形の歴史は、約380年前の江戸時代初期、
農閑期の副業として人形生産に取り組んだのが始ま
りと言われています。

「
定
額
給
付
金
」
は
も
う
皆
さ

ん
の
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
。
百

年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
い
わ
れ

る
中
、
唯
一
の
明
る
い
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
本
市
で
支
給
さ
れ
る

総
額
18
億
円
。
市
内
の
景
気
浮
揚

に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
春
、
北
鴻
巣
駅
西
口
・
吹

上
駅
北
口
が
整
備
さ
れ
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
鴻
巣
駅
東
口
に
は

映
画
館
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
街

は
花
が
あ
ふ
れ
る
季
節
。
健
康
の

た
め
に
は
歩
く
こ
と
が
何
よ
り
だ

そ
う
で
す
。
お
散
歩
が
て
ら
是
非

出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
も
２
年

間
の
任
期
を
終
え
、
次
号
か
ら
は

新
メ
ン
バ
ー
で
お
届
け
し
ま
す
。

さ
ら
に
読
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
傍

聴
し
ま
し
た
が
、
議
員
の
質
問
・
再
質
問

に
対
し
、
行
政
は
相
変
わ
ら
ず
用
意
し
た

答
弁
書
・
再
答
弁
書
を
事
務
的
に
読
み
上

げ
る
進
化
に
乏
し
い
答
弁
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
答
弁
書
は
行
政
が
事
前
に

提
出
を
求
め
た
質
問
書
・
再
質
問
書
を
基

に
作
り
、
そ
の
内
容
は
議
員
側
に
連
絡
す

る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
ま
さ
に
手
の
内
を

知
り
つ
く
し
た
結
論
あ
り
き
の
議
論
に
疑

問
を
抱
い
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
慣
れ
合
い
体
質
の
議
会
は

一
日
も
早
く
改
革
し
、
緊
張
感
の
あ
る
議

会
運
営
の
実
現
を
切
望
し
ま
す
。

力
石
秀
夫
さ
ん
（
吹
上
富
士
見
在
住
）
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平成21年度鴻巣市一般会計予算の組替動議
（仮称）歴史民俗資料館取得事業155,000,000円　

[否決]
１．施政方針並びに予算（案）の説明及び市民環境常任
委員会での説明でも、吉見屋人形店より土地譲渡の
希望があった事について説明がなされていない。

２．市民環境常任委員会での質疑の中で「土地について
譲渡の希望があった。議会の決議を経た後に正式に
決するので、その後に購入する。」との答弁があった。
このことは地方自治法第96条1項9号、負担付きの寄
附または贈与を受けることに該当し、法に反するこ
とと言わざるを得ない。

３．寄附の申し入れの中に店舗を含む6棟の建物、購入を予
定している3筆の土地には根抵当権が設定されている。

以上の3点の理由から、平成21年度鴻巣市一般会
計予算を一括して採択することに私たちは問題があ
ると判断し、（仮称）歴史民俗資料館取得事業は一般
会計予算から削除し、切り離して扱うよう求める。

雇用と失業者対策の抜本的拡充を求める意見書
[可決]

大企業が派遣労働者や期間労働者の大量解雇を進めれ
ば進めるほど、社会不安は増大し、さらに下請けの中小
企業に未曾有の影響を与え、日本経済は景気回復が不能
な状態に追い込まれる。大企業の内部留保は多額であり、
雇用を守る体力は十分にあることから、この間積み立て
た内部留保の一部を活用できるならば、４０万人の雇用
を維持することは十分可能である。
これ以上の大量解雇を許さないため、現行法に基づい
て政府が大企業への強力な指導・監督の責任を果たすこ
とを求める。
政府においては以下の施策を緊急に講じることを強く
要望する。

記
１．雇用保険の特別会計の「積立金」を活用し、失業
者・求職者への生活補助制度、住宅援助制度をつく
り、職業訓練への支援を抜本的に拡充すること。

２．離職者が雇用保険に未加入である場合は、「遡及加入」
の手続きを取るよう企業に対し強く指導すること。

３．雇用保険の失業給付を改善し、受給資格を６カ月に
もどし給付期間を延長すること。

４．非正規労働者等の居住を確保するため雇用促進住宅
を積極的に活用すること。
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